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その先に沢山の蕾を付けた花茎を塔に見立ててフキノトウと言われている、まだ寒さが残り、そこここに、はだれ雪が見られる頃、土と共に頭を持ち上げ淡緑色
の顔を出し、早春を告げる花。雌雄異花で、雄花は黄色、雌花は白い。後で綿毛になるのが雌花である。花が咲いた後、暫くして地下茎を通じて繋がっている葉
茎が大きく伸びて「フキ」になる。フキノトウもフキもあく抜きなどのひと手間は必要だが、そのほろ苦さなどから、まさに春の山菜として広く楽しまれている。
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アフリカ原産の一年草。日本では第二次大戦後の帰化植物として知られ山間部に多く、特に森林伐採や山火事の跡地に出現し一面に繁殖、先駆植物と言われる。
花は夏から秋にかけて、茎の先端が分枝してその先端に付くが、紅色の花は下を向いたままで、開くことはなく、僅かに先が紅色になるだけである。花が終わってか
ら、先端に１２ｍｍほどの白い綿毛を多数付ける。その綿毛を襤褸に見立てたのがこの植物の名前の由来である。

日当たりのよい山野に多く見られる蔓性の植物で、長く茎を伸ばし節毎に五枚の小葉を持つ羽根状複葉を対生する。葉柄が他の植物の枝や葉などに絡みついて自
らの植物体を固定する。多数の白い花をつけるが、四枚の花弁に見えるのは萼片で花弁はない。果実には白い綿毛が絡み合い仙人の髭に見立てたことから仙人草
の名が付けられた。有毒植物で、馬も食べない「ウマクワズ」という別名がある。

原産は熱帯アメリカで、仲夏から初秋にかけ、道端などで他の植物に絡みついて朝顔に似た五弁の小さな花を咲かせる。江戸末期に観賞用として庭に植えら
れたものが野生化し暖かな地方中心に帰化している。温暖化のせいか県内でも数多く見られる。「縷紅草」の縷は糸を意味し葉が糸のように長く赤い花と言
うことでの和名、丸葉縷紅草はそれに似て葉が丸い(実際はハート形スペード形)ことからの和名。

北海道から沖縄まで全国的に見られる一年草で、林の縁や、河原、道端、休耕田等の比較的日当たりがよくて、やや湿り気ある場所に生える。蔓状の茎に葉
が互生し葉柄は長く、三角状の淡い緑色した葉の裏側に付く。茎と葉柄には多数の下向きの鋭い棘がある。夏に薄緑色の花が短穂状につき、花の後に５mm
程の緑色の果実ができ、秋に熟して鮮やかな藍色になって、まるで丸い皿状の苞葉に盛られた様な外観となる。

古くから観賞の対象とされ桃山時代から園芸種もつくられ、江戸時代には本格的に育成されるようになり、今では200種を超える園芸品種があるとか。
「暁紅のうつろう沖や山椿　水原秋桜子」 ここに取り上げたのは、園芸種の椿でなくて山野に自生する藪椿の原種である。木へんに春を書いて椿。来る春を待つ
鮮やかな紅赤色の花。各位の来春の御多幸を祈念して、師走の花に敢えて木の花を選んだ次第である。

明治時代に観賞用として移入されたものが野生化し、初夏から仲秋にかけて、道端や空き地でよく見られる。午後遅く開花し、まるで艶っぽい花色で人を誘
うと、「夕化粧」と名付けられた。実際は昼間でも開花している。オシロイバナもユウゲショウと言われるので、こちらを区別して「アカバナユウゲショ
ウ」というが、白花もあるのでややこしい。花粉のある葯の部分が白いのが目立つ。
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明治中頃に渡来した帰化植物で、全国の道端や畑地等に自生し、強力な繁殖力で一面に拡がるコバルトブルーの花。陽だまりで、春が来たことを真っ先に知
らせてくれるその可憐な花に似せず、気の毒な名前を持つ。「いぬふぐり星のまたたく如くなり」という句を高浜虚子が残していることからしても「星の
瞳」という名前にしたらと言った学者もいたそうだ、定着しなかったようである。

蕗の薹

ベニバナボロギクアカバナユウゲショウ センニンソウ マルバルコウソウ イシミカワ ヤブツバキ

オオイヌノフグリ ニリンソウ タンポポ イワナシ ササユリ

春山を代表する花。花弁に見えるのは実はガクが変形したもので、本当の花びらを持たない花である。多くは１本の茎から二輪ずつ花茎が伸びるのでニリン
ソウという名が付けられているが、稀に一輪や三輪のものもある。全国に分布し湿潤な山地の林床周辺に生育する多年草で、根茎で増えるため大きな群落を
作りやすい。一面の緑の褥に真っ白な花が散りばめられた景色は、春に初見すると感動ものだ。夏には跡形もなく消えてしまう。

昔から誰にでも親しまれてきた在来種の日本タンポポがいつの間にか西洋タンポポにとってかわられようとしている。それというのも、セイヨウタンポポ
が年中花を咲かせ、種を飛ばしているのに対して、カントウタンポポ・カンサイタンポポなど在来種は早春だけしか咲いてくれないからだろう。この見分
け方は簡単で、花びらの下の総苞が下に垂れ下がっているのがセイヨウタンポポ、これが全部上を向いているのがニホンタンポポ。

日本固有種で、北海道西南部、本州日本海側に分布する常緑の15㎝程の小低木。初夏に、枝の先端に、数個の1㎝ほどの小さな淡紅色のランプシェードのよ
うな花をつける。地面の低いところに下を向いて咲くので、見つけにくいが、その姿は里山にランプが灯る感じがする。晩夏には小さな1㎝ほどの扁球形果実
がなり、噛むと梨の味がする。名前の由来はそこから来ている。

夏の風に揺れ人の心に訴えかけるような、その清楚で優雅な趣は、数多い百合の中でも特別なもののように思える。以前は村国山にもよく見られたが、盗掘
があとを絶たず、今や絶滅寸前である。葉が笹に似ているからササユリと名付けられた。日本にはテッポウユリ系・ヤマユリ系・スカシユリ系・カノコユリ
系の15種が自生しているが、最近どこででも見られるしろ百合は台湾産のタカサゴユリである。

村国山初雪　撮影：河合俊成
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　越前市の真中にある標高239m南北1.7km、東西1.3kmの
村国山は、福武低地に散在する孤立丘の中でも最も環境的に
優れ、山麓の西方を流れる日野川と共に四季の散策に最高の
里山である。日々の散策で、色々な花や虫に親しめる事から好
まれ、また頂上付近からの夜景を景観する場としても最高だ
と、訪れる人が多い。2006年の『絵暦―村国山篇』に紹介され
ているので、各位には既に概略外観をご承知の事と思われる
が・・・。村国山には花や虫の種類が豊富なため、趣味のカメラ
を何台も更新したと言う人も多い。最近、周辺が随分と開発さ

れ、店舗や人家が増え、山の環境も年と共に変化し道路舗装
が進んだ所為か、気が付けば、初めて見て非常に感動したハン
ミョウを見かけなくなってしまった。また花にもみつけられなく
なった種類があるのが残念である。
　『絵暦』を季節々々 の野の花に合わせて作るのは結構難しい。
『四季花暦』や『歳時記』を参考に、村国山の散策で撮影しデー
タに残していた写真等を使い、『越前の里の草花篇』を纏めるこ
とができた。

福井高専名誉教授（環境都市工学）  津郷 勇
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